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　暑かった夏もやっと明け、ふと空を見上げるとすっかり秋の装いになっていることに気がつきま
す。この時期にやんばるの森の中を歩いていると「カン、カン、カン、、、」とサイレンのような音が聞
こえてきます。この音の正体はオオシマゼミ。日本で最も遅い時期まで鳴くセミと言われています。
やんばるはどの季節も生き物にあふれていますが、そのメンバーは少しずつ入れ替わっていること
に気がつきます。散策日和のこの季節、夏とは違った生き物たちに会いに出かけてみませんか？

　アクティブ・レンジャーとは、国立公園や希少野生生物の管理などを行う「環境省の自然
保護官（レンジャー）の補佐役」です。主な業務は、国立公園内の巡視（パトロール）、傷ついた
生き物を野生にかえすお手伝い、世界自然遺産に登録された区域のモニタリングなど多岐に
わたります。
　他にも、やんばる自然体験活動協議会の一員として、ウフギー自然館の展示物の管理や、
来館された方への解説、イベントの企画・運営なども行っています。国頭村・大宜味村・東村の
３村にて開催していますので、ぜひご参加ください！
　そして、環境省の制服を見かけたら、ぜひ声をかけてくださいね。

イタジイの森

　寒露（10月8日頃）の頃になると、沖縄では新北風（ミーニシ）と呼
ばれる季節風が吹きはじめます。ミジュンが食卓にあがる頃でもあ
り、ビールや泡盛を片手に待ち遠しく思っている方もいるかもしれま
せん。そんなミーニシを待ち望んでいるのは人間だけでなく、風に乗
り長距離飛行をするタカの仲間、サシバもそのひとつ。
　例年ウフギー自然館周辺では10月初旬頃に確認されはじめます。
「ピックィー」と儚げな声が聞こえたら観察のチャンスです！
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「ミーニシが吹きタカが舞う」
琉球大学風樹館ご協力の下、イリオモテヤマネコ
やアマミノクロウサギなど、琉球列島の希少な動
物たちの標本を展示しました。

左：知床の紹介コーナーではエゾジカの頭骨が登場！
中：やんばる3村の取り組みをパネルを使って紹介。
右：やんばるの生き物を題材にしたアート作品も。

国立公園内の巡視
（パトロール）

館内案内

ヤンバルクイナの放鳥

世界自然遺産登録 1 周年記念

日本の自然の多様性を感じられました。

時 こ々ういうイベントを催して、
世界的に人と自然との関わり方を再認識できるよう、働きかけてほしい。

「日本の世界自然遺産展」を開催しました！
　「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」が世界自然遺産に登録されてから1年がたちました。
ウフギー自然館では1周年を記念して、登録日の7月26日から8月31日までの期間、「日本の世界自然
遺産展」を開催しました！今回の企画展では日本に5カ所ある世界自然遺産をご紹介しながら、やん
ばるの魅力を再認識していただこう！というテーマで開催し、たくさんのお客様にご来館いただきま
した。展示の一部をご紹介します！



琉球大学の高嶋敦史先生から、やん
ばるの森で行っている研究について
学んだり、与那フィールド周辺を歩き
ながらやんばるの森を観察してみま
しょう！

ホームページ Facebook

A c t i v i t y  R e p o r t

ウフギー自然館の新メンバーを紹介します

大塩 浩優樹
（アクティブ・レンジャー）

小濱 由紀
（事務補佐員）

保科 英司
（協議会職員）

休日の過ごし方
料理と釣り
頑張りたいこと
やんばるの植物を覚える
最近の楽しみ
自宅のビオトープの充実

趣味
音楽鑑賞
一度は会いたい生き物
オキナワイシカワガエル
好きなウチナーグチ
あわてぃるなーかよーんなー

出会いたい生き物
イボイモリ・クロイワトカゲモドキ
好きな場所
森林公園・与那覇岳
希望・願い
やんばるの生き物たちの無絶滅

お散歩観察会＠ネクマチヂ岳

　左の写真、なんだと思いますか？オバケ？いえい
え、違います。これはヒカゲヘゴが葉を落とした後に
できる模様です。夜、森の中を歩いていて、ふと目に
すると結構びっくりすることもあるとか。。。
　何気なく通り過ぎてしまう景色も、よく観察する
と意外な発見がたくさんあるかもしれませんね。

　株式会社Endemic Garden Hの上開
地広美さんをガイドにお招きし、ネクマチ
ヂ岳を案内して頂きました！次から次に
出てくるユニークな生き物に子ども達も
興味津々。「キノボリトカゲの方言名は、な
んでいっぱいあるの？」「なんでキセルガ
イの貝殻は細長いの？」図鑑には載って
いないような不思議な生態の説明に子ど
もだけでなく大人の目もキラキラ。
充実したあっという間の観察会でした。

　一般社団法人やんばるビジョンの久高将和さんと大島順子さんを講師にお招きし、やんば
るの「今」についてご来場いただいた方と一緒に考えました。
　久高さんには美しい写真や映像を見せていただきながら、ヤンバルクイナの生態などにつ
いてご説明いただきました。また、今やんばるの生き物たちの大きな脅威となっているロード
キルや密猟の対策には、地域全体で連携した取り組みを行うことが大切だとお話しいただき
ました。
　大島さんには、やんばるの森
を守るために行っている調査に
ついて、実際の手法の紹介を交
えながらわかりやすくご説明い
ただきました。調査と聞くとカッ
コいいものを想像しがちです
が、実際は地味な作業がほとん
どです。豊かな森を守るために
はこうした地道な努力の積み重
ねが重要だと教えていただきま
した。

『写真家  久高将和と見る「やんばるの自然」』
9 ⁄ 18

今後のイベントスケジュール
※変更の可能性もあります。

＠琉球大学農学部与那フィールド
（中学生以上向け）

植物の専門家をお招きします。
ぜひ一緒にやんばるの多様な植
物を観察しましょう！

1月

東村ならではの自然を一緒に
観察しましょう！

2月

やんばるの外来種対策につい
て、これからを考えます！！

8 ⁄ 20

NEW STAFF

講 演 会 Walking

         T
ourLecture Meeting

11/20 12月

～よろしくお願いします！～

高嶋先生と
大嶋助手による！
やんばるの森を学ぼう！
～入門編～

講演会

植物観察会
＠国頭村
（子ども向け）

お散歩観察会
＠東村
（中学生以上向け）

最新情報はHPをチェック‼
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